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Ⅰ　執筆意図
　近年、中学校の修学旅行のあり方が多様化している。東京・横浜の観光名
所や人気スポットに足を運ぶ。京都・奈良の神社仏閣を参拝し、歴史遺産を
めぐる。広島・長崎や沖縄で平和の尊さを心に刻む（１）。北海道や九州の雄
大な自然（例えば知床や阿蘇など）を満喫する。志賀高原や越後湯沢でス
キーをする。こうした（もはや）伝統的なプログラムが継続されている一方
で、生徒たちが（グループに分かれて）企業や大学などを訪問し、単なる見
学にとどまらず、その場所ならではのユニークな学習や活動を体験するケー
スが増えている。
　そして国士舘大学文学部教育学科教育学コースでは、正規の「予定表」に
記載されているという意味で学部公認の行事として、2024年６月４日（火）
午後に、世田谷キャンパスにおいて、愛知県名古屋市内の中学校の３年生
34名（と引率教師３名、NPO法人スタッフ１名）を受け入れた。本稿（の
ⅡとⅢ）は、事前準備から事後処理に至るまでの庶務・運営全般、中学生と
大学生の交流イベント（於・大講堂）の企画・進行のそれぞれを中心的に担
当した教員によるレポートであり、大学が社会貢献の役割を果たした事実を
証明するドキュメントである。なお本学公式HPには、当日の様子を紹介す
る記事が掲載されている（２）。併せてご一読いただければ幸いである。

Ⅱ　全体の概要
　今回の活動は愛知県名古屋市が推進する、名古屋市内中学校におけるキャ
リア教育活動の一環として行われたものである。そのねらいは中学生のうち
から大学を見学し、大学生と交流することによって、大学進学も見据えた幅
広い将来設計ができるようになるところにある。本コースには教育に関心の
ある学生が多いだろうとのことで声がかかったが、学部としてはまだ中大連
携に馴染みがなく、当初は戸惑いの声もありはした。しかし、大学として社
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会に貢献できるよい機会であり、学生にとってもよい社会経験を積む機会に
なることから、コースとしてお受けすることにした。
　今回、窓口となられたのはキャリアサポート事業を推進されているNPO法
人であり、担当の方とは約１年の準備期間を通じてZoomやメール、時には
電話により打ち合わせを重ねた。名古屋市としても都内でのこうした試みは
初とのことで、本コースからも学生との交流だけでなく、学食体験なども盛
り込みたいと提案した。ただ、本活動は修学旅行における都内分散学習のひ
とつとして位置づけられており、本学を含めて四つの大学に分散して行われ
るものであった。そのため、他大学との調整から学食体験は見送りとなった。
　四つのうちどの大学を訪問するかは分散学習のグループごとに選択する形
となっており、その際の参考資料として、A4サイズ１枚で大学紹介を作成
してほしいとの依頼もあった。まず担当の方からその案が示されたのち、本
活動にファシリテーターとして参加する学生たちが資料を作成した。生徒た
ちはそれをもとに訪問する大学を決め、事前学習としてその大学の調べ学習
を行い、保護者の方々も交えた場で大学紹介プレゼンテーションを実施した
とのことである。
　レクリエーション当日、生徒たちはまず少人数グループで都内各所を自由
にめぐったのち、15時45分までに本学に集合することになっていた。都内
の公共交通機関の複雑さに、はたして迷わずに無事やってこられるだろうか
と一抹の心配もあったが、生徒たちが色々と工夫しながら集まってくる様子
には胸を打たれるものがあった。活発な中学生たちの力強いエネルギーは、
本活動に参加した学生たち以外にとっても刺激的だったらしく、会場の近く
を通りがかった学生・教職員の多くが足を止め、興味深そうに活動の様子を
観覧していった。実際の活動内容については、本稿Ⅲならびに郡司（2024）
を参照されたい。
　修学旅行後、中学校では本活動の成果に関するアンケート調査のほかに、
事後学習として生徒たちによるふりかえり発表が行われたとのことである。
アンケートは３点満点で行われ、プログラム内容は満足できるものであった
かという問いには2.91点、大学への興味・関心度に変化はあったかという
問いには2.70点という評価を得た。ナビゲーターの方からも、生徒たちは
修学旅行前からとても楽しみにしている様子であり、結果として想像をはる
かに超えるほど大きな刺激になったようであるとのお言葉を頂戴した。
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Ⅲ　交流の実際
　本章では，（1）当日までの準備、（2）当日、（3）事後の振り返りの学生
の活動の概要について示す。活動の詳細及び交流を通しての学生の学びにつ
いては、郡司（2024）を参照されたい。

（1）当日までの準備
　本活動は郡司ゼミの学生らが主体となって実施された。郡司ゼミの学生は
12名（３年生５名、４年生７名）在籍しており、全員が何らかの段階で準
備に参加した。週に一度のゼミの時間を含め、それ以外の時間にゼミ室に集
まり「中学生が楽しく学べるために」をモットーに、全体の流れ、具体的な
指示の仕方、中学生の動線や必要な物品の確認といった多岐に渡る学習環境
デザインの詳細を学生同士で確認しあっていた。必要な教材教具は教員が準
備し、学生がそれを活用した。

（2）当日
　当日は、教育実習中の４年生４名を除き、８名が参加した。また、郡司の
講義を受講している中国からの留学生５名（大学院１年生４名、２年生１名）
が日本の中学生の実際を知りたいという動機で参加した。
　当日は、予行演習（13:00 〜 15:00）と本番（15:30 〜 18:00）の二部に
分けて活動を行った。活動は「共同」をテーマとし、具体的には①大学の学
内探検と②インプロゲームを実施した。予行演習では、当日だけ参加した留
学生らを対象に、実際の流れを確認しながら活動のイメージを具体化した。
　①　　学内探検では、４つのチームに分かれて国士舘大学構内の各所をま
わりながらクイズを出題し、キーワードを集めてもらった。大講堂に参集し
た後、各チームが集めたキーワードを揃えて、ゴールの言葉「こくしかんだ
いがく」を全員で完成させた。その際、自然と拍手喝采が起きたのは印象的
であった。
　②　　インプロゲームでは、（a）ペンのダンス（ファシリテーターの指示
通りに１本のペンを２人で無言で共同しながら操作する遊び）、（b）ワンワー
ド（１人１文節ずつつなげて１人の人間のように話す遊び）、（c）イルカの
調教師（１人のイルカ役を「リン」というセリフだけでみんなで応援してお
題の動きを当ててもらう遊び）を実施し、遊びながら他者との関わり方につ
いて考える時間となった。学生達は、中学生の活動を支えながら「教育は共
同である」ことを体験的に学んでいる様子であった。
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（3）事後の振り返り
　事前準備に参加した郡司ゼミの12名全員と、留学生５名を対象に、活
動に参加したことによる学びについて振り返る時間を設けた。詳細は郡司

（2024）を参照されたい。

Ⅳ　まとめと今後の展望
　中学校側からは、今回のプロジェクトについて、丁重なお礼の言葉を頂戴
するとともに、生徒の将来的な進路選択に資する有益な取り組みであったと
の評価を得ることができた。参加した子どもたちからも、総合的な学習の時
間での振り返りを経て、好意的で前向きなコメントがたくさん寄せられてい
る（いずれもメールによる）。また年少者の相手をしてくれた教員志望の学
生にとっても、自己の適性を見つめ直し、コミュニケーション（対人関係）
能力を高める上で、とても貴重な（一種の）実習の機会になったように思わ
れる。遠く離れた公立中学校と私立大学がつながり、互いに協力し合い、双
方にとってwin-winのキャリア教育実践を創造し得たことを心から喜びたい

（３）。
　今回のかかわりがこれから先も続いていくのかどうかは、実はよくわから
ない。しかし私どもの教室の基本スタンスとしては、オフィシャルなルート
を通じて申し込みがあった場合はもちろん、たとえ飛び込みに近いもので
あっても、学外からのあらゆる要請に対して、寛容かつ柔軟な姿勢で向き合
うことを心がけ、常に開かれた組織でありたいと思っている。そのための第
一歩を踏み出すことができたとは（どうやら）考えてよいのではなかろうか。

注
（１）城丸章夫著、城丸章夫著作集編集委員会編『城丸章夫著作集第９巻　平

和教育論』青木書店、1992年
鳥越一朗『「オキナワの苦難を知る」伝えていこう！平和～沖縄平和
学習に向けて読む本～』ユニプラン、2020年
藤原幸男「平和教育と修学旅行」『琉球大学教育学部教育実践総合セ
ンター紀要』第９号、琉球大学教育学部附属教育実践総合センター、
2002年３月、pp.69-80.
藤原幸男「沖縄と平和学習修学旅行」『琉球大学教育学部教育実践総
合センター紀要』第20号、琉球大学教育学部附属教育実践総合セン
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